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令和４年度第２回花巻市社会教育委員会議 会議録 

 

開催日時 令和５年３月15日（水） 午後２時00分～午後４時30分 

 

開催場所 生涯学園都市会館 ３階 第２・３中ホール 

 

出 席 者 委員出席者14名 菊池豊議長、堀合範子副議長、福盛田弘氏、浅沼由美子氏、

安部修司氏、菊池朋子氏、髙橋公洋氏、小国朋身氏、 

外舘邦博氏、髙橋福子氏、菊池清氏、大竹佐久子氏、 

髙橋典人氏、藤井輝雄氏 

委員欠席者６名 浅沼清智氏、佐藤孝之氏、伊藤昇氏、似内利正氏、 

新渕伸彦氏、佐々木さつき氏 

事務局  ６名 生涯学習部 市川部長 

生涯学習課 佐々木課長、菊池課長補佐、 

鈴木生涯学習係長、中村主査、石垣主事 

説明者  ６名 市民生活総合相談センター 坊澤所長 

        賢治まちづくり課 鈴森課長 

        スポーツ振興課 菅原課長 

        花巻図書館 高橋副館長 

        花巻市総合文化財センター 鈴森所長 

        花巻市博物館 佐藤副館長 

 

報道機関  なし 

 

傍 聴 者  なし 

 

次  第 １ 開  会 

２ あいさつ 

３ 議  題 

（１）令和４年度事業実施報告等について 

（２）新花巻図書館整備について 

（３）その他 

４ そ の 他 

５ 閉  会 

 

１ 開会  （開会 午後２時00分） 

事務局（菊池課長

補佐） 

皆様、本日はお忙しい中お集まりいただき、誠にありがとうござ

います。 

開会に先立ちまして、本会議の成立についてご報告いたします。 

花巻市社会教育委員会議運営規則第７条の規定によりまして、本
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会議は委員の半数以上の出席で成立いたします。現在、委員 20 名

のうち、14名の方にご出席いただいておりますことから、本会議は

成立することをご報告させていただきます。なお、続きまして、会

議の公開基準に基づき、本会議の公開についてを確認させていただ

きます。確認については菊池議長のほうからお願いいたします。 

 

菊池豊議長 それでは、花巻市審議会等の会議の公開に関する指針に基づき、

本会議を公開することとしてよろしいか伺います。いかがでしょう

か。 

 

（異議なし） 

 

では、公開を決定します。以上でよろしいですね。 

 

事務局（菊池課長

補佐） 

ありがとうございました。それでは、公開という形で進めさせて

いただきます。続きまして、資料の確認をお願いいたします。あら

かじめ皆様に郵送でお送りしておりましたが、お揃いであるか確認

をさせていただきたいと思います。まずは社会教育委員会議と書か

れております表紙、それから、右上に資料１と書いておりますＡ３

横長の左上に「第３期花巻市教育振興基本計画「３ 生涯学習の推

進」」と書かれ、綴られた資料が１つ。次に、Ａ４サイズの右上に

資料２と書かれた「新花巻図書館整備に係る市民説明会等の状況に

ついて」というものが１枚。それから、その他という形になります

が、「社会教育の課題について」という表紙のものが１枚。さらに

は皆様に配布する資料ということになりますが、「岩手の社会教育

№67」、それから「社教連会報№92」、Ａ４用紙１枚ものですが、「第

45回全国公民館研究集会」、他の大会名も書かれておりますが、そ

の開催要項が１枚ということで、本日皆様にお渡しをしておりま

す。何か足りないというところはございましたでしょうか。お揃い

でしょうか。はい、ありがとうございます。 

それでは、改めまして、ただいまから令和４年度第２回花巻市社

会教育委員会議を開催いたします。 

初めに、開会にあたりまして、菊池議長のほうからご挨拶をお願

いしたいと存じます。よろしくお願いいたします。 

 

２ あいさつ 

菊池豊議長 皆さんこんにちは。大分春めいてきてですね、東京では開花する

というような時期になりました。社会教育委員会議は今年度最後と

いうことで、主に今年度の事業計画に対しての報告ということが中

心になっていくだろうと思います。皆さんですね、忌憚のないご意
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見をいただきながら、来年度に向けた計画にさらに生かしていきた

いというふうに思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

事務局（菊池課長

補佐） 

はい、ありがとうございました。 

続きまして、職員の紹介をいたします。私のほうで紹介をいたし

ますので、お願いいたします。 

 

（職員紹介） 

 

それでは、議事に入らせていただきたいと思います。ここからの

進行につきましては、菊池議長にお願いしたいと存じます。菊池議

長、よろしくお願いいたします。 

 

３ 議題 

菊池豊議長 それでは、これから議事に入ります。初めに、（１）令和４年度

事業実施報告についてお願いしたいと思います。初めに、資料１に

ついての説明をお願いいたします。主な事業実施状況について、一

つ目の「生涯学習の推進」からご説明をお願いしたいと思います。

よろしくお願いいたします。 

 

事務局（佐々木生

涯学習課長） 

はい。佐々木の方からご説明を差し上げます。議長、申し訳ござ

いませんが、今、事業の実施ということでお話いただきましたけれ

ども、前回色々課題をいただいておりまして、今参考資料としてお

付けしております資料に基づきまして、若干前回の振り返りといい

ますか、お話をさせていただいてよろしいでしょうか、議長。 

 

菊池豊議長 課題についてですか。 

 

事務局（佐々木生

涯学習課長） 

はい、前回お話をいただいたので、それについてちょっと振り返

りということで、すいません。お時間をいただきたいと思います。

大変申し訳ありませんが着座にてお話をさせてください。 

前回７月 21 日にこの会議の時に、社会教育の補助執行というこ

とで、資料をお示ししてご説明をいたしまして、その際に事務局サ

イドの方で準備の足りなかったところもかなりあったかと思いま

して、社会教育の位置付け、あるいは全般について、もう少しわか

りやすい資料が欲しいというご提言をいただいております。そこで

前回にご指摘のありました点につきまして、改めて資料をお示しし

て、若干ご説明をさせていただければと思います。 

こちらのですね、参考資料の「社会教育の課題について」という

ことでご説明をさせていただきますけれども、１ページ目、それか
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らから４ページ目はですね、こちらにつきましては、実は前回ご説

明したものでございます。その際に計画の位置付けというものがど

んなものなのかもう少しわかりやすいように、というようなお話が

ありましたというところで、５ページ目のところですね、社会教育

の位置づけ（計画）というところがございます。こちらにつきまし

ては、市の総合的な計画として、「花巻まちづくり総合計画」とい

うものが一番上にありまして、そのうちの「人づくり分野の計画」

ということで、今実際に計画が進行してるのが「第３期花巻市教育

振興基本計画」というものでございます。この教育振興基本計画に

つきましても教育委員会が行っている分野、それから生涯学習部が

補助執行を受けている分野もございまして、下の図はですね、補助

執行を行っている分野というような図式になっているものでござ

います。一部赤い部分がいわゆる生涯学習、社会教育の分野という

ことになるかと思います。そして組織の位置づけとしまして、下の

図ですね、組織と関連機関ということで、具体的な組織・機関につ

いて図式をしているものでございまして、教育委員会が担っている

部分、それから生涯学習部が担っている部分、そして地域振興部に

所属する組織・機関が担っている部分ということで分類をしている

ものでございます。地域振興部と各支所については地域支援室、あ

るいは振興センターの方で社会教育を行っているというようなこ

とでございます。前回、計画の中の指標はどのようなものを設定し

ているのかっていうようなご発言もありましたので、７ページのと

ころですね、こちらの方に教育振興基本計画の中の成果指標という

ことで、「生涯学習の推進」それから「スポーツの振興」「芸術文化

の振興」、この体系につきまして、それぞれの指標がこのような内

容だということでお示ししているものでございます。７ページ下段

の、「今後の社会教育の充実に向けて」というものでございますけ

れども、社会教育に関する事例につきまして、先日ですね、市長と

教育委員会で構成されております総合教育会議で議題にしたもの

になります。その中では計画の方ですね、教育委員会との連携強化

についてという部分ですね、そういったものが社会教育が充実する

ために課題になっているというものとかですね、次のページに行き

まして、８ページのところですね。地域の社会教育ということで、

地域の課題として社会教育を支える人材の研修、地域が抱える問題

について支援する、問題に対する支援を意識した取り組みを今後さ

らに充実していく必要があるかなということで、こういった取り組

みを行っていくというようなことを期待してございます。それから

８ページ下段の方ですね、社会教育の重点と考えられる事項という

ことで３つほど挙げてございます。現在課題として捉えているとい

うものでございまして、若者向けの事業が必要なんじゃないか、あ
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るいは地域づくりのための学びが必要なんじゃないか、それから社

会教育とＩＣＴの活用が今求められているのではないかっていう

ようなことを総合教育会議の中でも議論をいただいたというもの

でございます。その次のページ以降につきましては、前回の会議で

もご指摘いただいております、組織と教育振興基本計画の、実際に

どの分野をやっているかというような部分について図に表したも

のでございますので、こちらはご覧いただければと思います。その

ページ以降につきましては、教育振興基本計画の社会教育に関する

分野の部分ですね、生涯学習の推進、それからスポーツの振興、芸

術文化の振興というような部分を抜粋させていただいてるもので

ございます。この一番最後の部分が、地域での社会教育の実態とい

うことで、振興センターとの事業の連携についてこういうものをや

ってますということを記載してるものでございまして、取り組みと

しては、花巻市生涯学習関係職員研修、あるいはコミュニティ会議

の事業でバスの支援とかも行ってると。それから実際にコミュニテ

ィ会議の中でどのような社会教育生涯学習の事業を行ってるかと

いう部分を、数でお示ししてるものでございまして、27のそれぞれ

のコミュニティで258の生涯学習の事業を計画をして、回数とする

と 600 回以上行っているというようなことをまとめているもので

ございます。一応前回ですね、色々ご指摘あるいはお話いただきま

した課題について、少しご説明をさせていただきました。引き続き

事業報告についてご説明をしたいと思います。 

 

菊池豊議長 ここは、質疑を取らなくていいですか。 

 

事務局（佐々木生

涯学習課長） 

では、質疑をお願いしたいと思います。すみません、恐れ入りま

す。 

 

菊池豊議長 今の社会教育の課題について、いかがでしょうか。この点はどう

だろうとか。よろしいですか。はい、どうぞ。 

 

髙橋福子委員 説明の資料ありがとうございます。分かりやすくてとても良いと

思いました。ひとつ聞いてもいいでしょうか。 

 

事務局（佐々木生

涯学習課長） 

はい。 

 

髙橋福子委員 社会教育主事の職員の人数とか配置、どこに配置されているかを

教えていただければと思います。 

 

事務局（佐々木生 現在、社会教育主事２名、生涯学習部の方に配置してございまし
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涯学習課長） て、まなび学園に１名、それから生涯学習課の生涯学習係に１名と

いう配置の状況になってございます。以上です。 

 

菊池豊議長  はい、よろしいですか。 

４ページ目の社会教育の位置づけということで、各部署に対して

色んな会議がありますよね。たとえば花巻図書館については図書館

協議会、それから、賢治まちづくりの賢治記念館については運営審

議会ですよね。それから、萬鉄五郎の方は運営委員会と名称が違う

んですよね。これは何か理由があるんですか。 

 

事務局（佐々木生

涯学習課長） 

これは各条例で定められているものでございまして、合併前と

か、合併後とか、色々なものがあるかと思いますが、その際に条例

に定めた名前ということになって、それを引き継いでおりますの

で、図書館協議会は図書館法の方に定められてるとかそういった部

分もありますし、各運営審議会、あるいは運営委員会っていうのは、

あるいは支所といいますか、旧町の方でそのような名前になったの

をそのまま引き継いだのかなというようなことで、これを見ますと

そのような形になってるかなというふうに思ってございます。以上

です。 

 

菊池豊議長 そのまま使ってきているということですね。 

はい、他にございますか。それでは、ないようであれば実施報告

の方に入りたいと思います。 

 

事務局（佐々木生

涯学習課長） 

それでは改めまして、資料１によりまして、先ほどもご説明いた

しました教育振興基本計画のそれぞれの項目に基づきます令和４

年度の主な事業の実施状況ということで、各事業ごとにちょっと長

いんですけども、大変恐れ入りますが、リレー方式でご説明をして

いきたいというふうに思ってございます。 

それでは、１ページ目からになります。生涯学習の推進という体

系の中の、１．自主的活動の推進というところですね、①生涯学習

講座開催事業というところです。この中で主にご報告いたしますの

は、令和４年度の主な事業報告ということで、最後にまとめという

部分に書いてございますので、それを中心にご報告をしていきたい

というふうに思っております。生涯学習講座開催事業につきまして

は、市民講座、あるいは高齢者・女性学級、イーハトーブ花巻カレ

ッジ、富士大学花巻市民セミナー、家庭教育支援講座、あるいは地

域生涯学習担当者研修、先ほども申し上げました研修っていうもの

をこの回数行っているというものでございまして、令和４年度のま

とめといたしましては、講座開催にあたりまして、参加人数や時間、
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回数などの調整を行って、コロナ感染の対策をしながら、予定した

事業をおおむね行うことができたということで、やはりコロナでち

ょっと厳しかった令和３年度の実績と比較して、開催回数あるいは

受講者数も増えたというものでございます。家庭教育支援講座につ

きましては、対象を赤ちゃんに加えまして、幼児を対象としたとい

うこともございまして、多く申し込みいただいたというものであり

まして、同じ内容について講座２回開催するなどして、多くの方に

参加していただくような仕組みを作ってございます。家庭教育支援

講座として、小学生とその家族を対象として、親子のふれあい等を

テーマにした流しそうめんコースづくりなんていうものも行って

おりまして、こちらにも多くの申し込みをいただいて、大変好評で

あったというものでございます。続いて、（２）生涯学習活動支援

事業でございます。こちらにつきましては、個人や地域団体が生涯

学習に取り組む際の支援を行うというものでございまして、花巻・

遠野連携まなびキャンパスカード事業、あるいははなまきまなびガ

イドの運用、はなまきナビの活用、あるいは各種情報を発信してる

というものでございまして、まとめとしましては、ふれあい出前講

座につきましては新規の講師登録５名の登録をいただいたと。令和

３年度の実績とこれも比較しまして、開催回数あるいは受講者数が

増となっていて、３年ぶりに生涯学習フェア、まなび学園祭ってい

うものを、若干規模、あるいは日数を少なくしたりはしてるんです

けれども、開催することができまして、学びの場、学びの機会の発

表の場ということで、開催することができたというものでございま

す。以上、生涯学習課からでした。 

 

高橋花巻図書館副

館長 

それでは続きまして、③視聴覚教育推進事業について、こちらの

ほうは花巻図書館の方から報告させていただきます。この事業につ

きましては、市民の皆さんに視聴覚学習の場を提供するということ

で行っている事業でございますが、中身につきましては、学校や官

公署、振興センター等の団体へ、視聴覚教材や機材を貸し出しして、

上映会等を開いていただくというものでございますし、これらの機

材の中に16ミリ映写機もあるんですけども、こちらの方、取り扱い

等技術のいるものですから、これに伴って16ミリ映写機の操作技術

講習会というのを毎年開催してございます。あとは、各種良質な資

料の提供、見ていただくということで、こども映画会等を含めて映

画会を開催しているというところでございます。視聴覚教育ライブ

ラリーにつきましては、実施回数につきましては、コロナ前よりさ

らに回数、人数ががくっと下がったんですが、開催方法等会場とか

工夫をしながらですね、去年よりは上映回数については増えている

ところでございますけれども、やっぱりその人数制限等あるかと思



8 

 

いますので、観覧者数については減少、去年よりもちょっと減って

いる形となっております。16ミリ映写機の技術講習会につきまして

は今年度受講者８名ということでございました。映画会の開催につ

きましては、こちらの方もですね、コロナ前までの水準までに、回

数、人数ですけども、少しずつ戻っている状況でございます。以上

でございます。 

 

事務局（佐々木生

涯学習課長） 

それでは、④生涯学習施設整備事業、これはまなび学園、それか

ら石鳥谷生涯学習会館の施設の改修整備等を行う事業ということ

で、令和４年度につきましては、令和５年度に工事を予定しており

ますまなび学園の大規模改修工事、第３期工事っていうのは体育室

の屋根の改修ですね、それから石鳥谷生涯学習会館の外壁塗装工事

の実施設計というものを行ってございます。それから、石鳥谷生涯

学習会館につきましては、講堂の空調設備の改修工事も行ったとい

うものでございます。以上です。 

 

高橋花巻図書館副

館長 

３ページの⑤読書活動推進事業につきましても、図書館の方から

報告させていただきます。読書活動推進事業につきましては、本に

親しむ環境づくり、読書活動の推進を目的に実施してございます。

内容につきましては、まずブックスタート及びブックスタートプラ

ス、フォローアップ事業の実施でございますけれども、こちらの５

か月児、また１歳６か月児に検診等の場で、本を配りながら、読み

聞かせとかイベントを行い、読み聞かせの楽しさ、その活用方法と

かを支援していったんですけども、コロナになってからは、どうし

てもボランティアさんが入って、そこで本を配ったり読み聞かせす

るということができなくなりまして、現在では徐々に職員が入っ

て、本の紹介をするというところまできてるところです。いずれボ

ランティアさんとか、本にふれ合う場を今後提供できるようになれ

ばいいなというふうに思っております。フォローアップ事業につき

まして、これは５か月児、１歳６か月児にお渡しできなかった方々

を対象に、本の提供と併せてイベント等を企画してるものでござい

まして、昨年度は実施できませんでしたけれども、今年度につきま

しては読み聞かせ、手遊び等の実施をしてきたところでございま

す。おはなし会につきましては、こちらの方もですね、昨年度より

は徐々にコロナ前の状況に戻りまして、人数、回数とも増えている

ところでございます。あと図書館に親しんでいく取り組みとしてみ

んなでライブラリーを実施しておりまして、こちらも年に４回開催

してございます。また読書ボランティアさんを中心に、そういった

読書活動を推進するにあたってスキルを学んでいただくというこ

とで、スキルアップ講座の開催も年４回行ってございます。あと、
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本を読んでいただく楽しさを子どもたちに伝えていくということ

で、読書おもいで帳の発行というところでございますけれども、こ

ちらは乳幼児から中学生を対象にして、読書おもいで帳の発行をし

てございます。こちらは今年度922人、２月末現在ですけども発行

しているところでございます。以上です。 

 

事務局（佐々木生

涯学習課長） 

⑥図書館整備事業でございまして、新花巻図書館の整備にかかる

事業ということでございます。令和４年度のまとめとしましては、

新花巻図書館基本計画試案検討会議を開催しまして、令和３年度に

引き続きまして、新図書館のサービスや機能について、建設場所に

ついて検討を行っておりまして、この会議の検討を踏まえまして、

新図書館の建設場所について検討した事項について、市民説明会を

開催したほか、市内の団体への説明、それから、市内高校生等に関

する説明を行ったというものでございます。これにつきましては、

この次の項目でも、市民説明会の内容等をご説明することになって

ございます。それから⑦図書館改修事業については、今年度は事業

はなかったということでございます。引き続き、次のページの方で

すね。２．青少年健全育成の推進です。①青少年活動推進事業とい

うものでございまして、生涯学習課の方で、小学生を対象とした、

はなまきおもしろ探検隊、高校生のボランティアの研修などを行っ

てございまして、それから次は青少年の関連団体への支援というこ

とで、ガールスカウト、あるいは少年少女発明クラブ、花巻市青少

年育成市民会議への補助を行っているというものに加えまして、今

年度から名称が変わりました、20歳のつどいを開催いたしまして、

対象者950名に対しまして、参加者が686名ということでご参加を

いただいているものでございまして、まとめとしましては、今年度

から名称を改めて、実行委員会の行事によるというような開催形式

は継続して行ってございまして、施設の利用制限が緩和されており

ますので、会場を文化会館に戻しまして、文化会館は500名だった

ものですが、今1,000名でも入れるということで、会場を文化会館

に戻して、ただし入場につきましては、20歳の対象者のみとして、

当日の様子についてはYouTube等で配信するということで、ご家族

にも配慮しながら実施することができたと。実行委員会の活動につ

きましては、このご時世でありましたので、県外など離れた場所か

らオンラインにより活動に参加する委員もいたということでござ

いまして、開催スタイルとして定着はしているんですけれども、な

かなかこのコミュニケーションのとり方が難しいとかですね、そう

いった課題もあるかなということでまとめてございます。 

 

坊澤市民生活総合 はい。①少年センター運営事業でございます。これは、少年補導
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相談センター所長 委員によりまして街頭活動を実施していただくっていうのが主な

ところでございました。令和４年度におきましては、少年補導委員

85名、そして36班という体制でもって活動をしていただいたとこ

ろです。延べ活動回数、これ317回と書いてございますが、見込み

でございまして、これ以上になるというような状態になっておりま

すが、317回以上となる見込みとなる予定でございます。そして街

頭補導活動の実施にあたりましては、昨年 12 月から抗原検査キッ

トを補導委員に配布して、感染症対策を講じて行ったというところ

でございます。そのため活動回数につきましては、コロナ禍前の数

と大体同じぐらいに戻ったというような状況でございます。以上で

ございます。 

 

事務局（佐々木生

涯学習課長） 

続きまして、生涯学習に関連する事業としまして、３．国際化の

推進というところ、計画の中の国際化の推進というところでござい

まして、まずは、①国際都市推進事業ということで、国際フェアの

開催、あるいは市民の語学講座というものを行っておりますけれど

も、令和４年度のまとめとしまして、コロナウイルスの影響により

まして国際フェアにつきましては、代替の事業といたしまして、実

際には行けなかったんですけれどもオンライン交流を行っており

まして、その場で代替事業としてオンライン交流を皆さんに見てい

ただくというようなことも行っております。それから語学講座につ

きましては、予定通り実施できているほかですね、市内の小中学校

で実施された未来図書館で、国際交流協会の職員が講師を務めるな

どを行いまして、国際理解の推進を図ったというものでございま

す。続きまして、次のページにいきますね。②国際姉妹都市等交流

推進事業でございますけれども、例年ですと姉妹都市の方に青少年

を派遣するという事業、これにつきましても、今年度はコロナの影

響によりまして中止ということになってございますし、海外青少年

の受け入れ事業という部分で中止となってございます。先ほど申し

上げました代替の事業として、オンラインで姉妹都市を結びまし

て、市内の中学生によりまして交流を行ったというものでございま

す。それから、令和２年度から継続して行っている花巻北高校とホ

ットスプリングスにあるＡＳＭＳＡという高校ですね、姉妹校にな

ってございますが、そちらとのオンライン交流を５回実施したとい

うものでございます。それから、③国内友好都市等交流推進事業の

方でございます。国内友好都市、あるいは少年少女交流事業、交流

キャンプを行ったり、市民ツアーを行ったりというものでございま

すけれども、実はぎりぎり開催できるかなということで企画をして

たんですけれども、直前でちょっとやっぱりコロナの流行が多くな

ってきたということで中止としてしまっております。ただ、十和田
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市との市民ツアー、あるいは平塚市からのわんこそば、今年度わん

こそば大会が開催されましたので、平塚市からの受け入れというこ

とをなんとか実施できたというものでございまして、その他情報誌

を発行しまして、友好都市の情報を広く市民の方に発信できたとい

うようなことになってございます。一旦こちらで、ということでお

願いいたします。 

 

菊池豊議長 それでは、今説明していただいたところについて、ご意見、質問

があれば伺いたいと思います。まず１．自主的活動の推進のところ

ですね。一括でいきますか。そんなに量も多くないので、一括して

行いたいと思います。 

はい、どうぞ。 

 

菊池清委員 質問ですけれども、２ページのふれあい出前講座についてなんで

すが、今年も５人ということで、とてもいいことだと思うんですけ

れども、これは増やしてもその需要がない方もたくさんいらっしゃ

るんではないかなっていうふうに思いますが、どのような分野の需

要が多いんでしょうか。年間どのくらいあるものなんでしょうか。

もし分かれば。すみません。 

 

事務局（佐々木生

涯学習課長） 

今日はちょっと詳しい資料持ってきてはないんですけれども、需

要があるかというと、やはりものづくりとかの趣味的な講座です

ね、こちらについては講師さんの需要が傾向として多いのかなとい

うことでございます。講師をこちらの方でお願いしている部分につ

いては、そのようなものが多いかなということと、あと公共編って

いうものもございます。市役所の職員が出向いていくものですね。

こちらについて何が多いのかなっていうのでいきますと一番は実

は防災が多いのかなと。自主防災の活動とかですね、そういった分

野で地域に出向いていってお話をして皆さんに聞いていただくと

いう部分が分野としては多いかなというふうに捉えてございます。

以上です。 

 

菊池豊議長 はい。よろしいですか。 

他ございますか。はい、どうぞ。 

 

大竹佐久子委員 ３ページの図書館の件ですが、読書おもいで帳の発行ということ

で、石鳥谷なんですけれども、石鳥谷の場合、たまたま情報をキャ

ッチするのが遅くてまだ入ってないんですが、各図書館、花巻図書

館で借りた本の記録が出るということで、今、図書離れということ

を子どもたちの中で、ＳＮＳが広く広まった関係で、図書を読むチ
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ャンスが少なくなってきているということで、コミュニティとして

も学校と協力したいっていうふうに思って今動いてるんですけど

も、石鳥谷では、八重畑小学校と石鳥谷中学校が入ってないという

ような状況で、もしそれに対する補助とかなにかっていう考えがお

ありになるかどうか、できれば統一した形でその図書の貸し出しを

やれるようであれば本当に素晴らしいことだなと思っているんで

すが、ご意見を伺いたいと思います。 

 

菊池豊議長 これは図書館ですか。分かる範囲で結構です。 

 

事務局（市川生涯

学習部長） 

おもいで帳の記録する装置が入ってる学校が２つという意味で

すか。 

 

大竹佐久子委員 システム化になってないと。全部図書を登録して、その中にシス

テムとして繋がっていく土台を作らなきゃいけないみたいなんで

すね。そういったことがちょっと、八重畑と石鳥谷中学校だけが、

石鳥谷の中ではですね、皆さん何かそのシステムも全て寄付で賄え

たというようなお話だったんですよ。そういった何か援助みたいな

ことはあるのでしょうか。考えているのでしょうか。 

 

事務局（市川生涯

学習部長） 

学校の図書館になりますと、また別なんですね、学校の図書って

いうのは。教育委員会の学校教育の中の図書館になってしまうの

で、そのシステムについてこちらで把握してるかっていうと、実は

まだ全て把握してるわけではなくて、ただ新しい図書館を今作ろう

ということで、学校も含めて全て連携をとれるようにできないかっ

ていう検討を始めているところです。今はこの各学校のシステム化

というか、きちんと登録しているところもあれば登録してないとこ

ろもある。またその機械化されていないところもまだあるというよ

うな状況なので、それらもだんだんに連携をとれるようにしていき

たいっていうのが今考えてるところではあります。 

 

大竹佐久子委員  今の段階では花巻市の中では小学校らしいですが、全国的に見る

と小学校も中学校も入っている。できればそういったこと同じ花巻

市の中にある学校区なので、そういったことを考えていただいても

いいのじゃないかなっていうふうに思います。子どもたちが、花巻

図書館に行って本を借りるとおもいで帳に記録が残るわけですね。

だけど小学校で本を読んでも、そのシステムがなければ記録として

残らない。もしたとえば、私が子どもの頃にすごく本が好きで読ん

でたんだけど、どんな本をどれだけ読んだかっていうのが記憶でし

かないわけですよね。記録に残るって素晴らしいことだなと思った
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ので、できればそういうシステムが、市内だったら市内で構わない

んですけども、そういったのが連携してできれば、楽しみをもっと

増やして読書離れがなくなるんじゃないかなっていうふうに思い

ます。思いましたので、ＯＫでした。 

 

事務局（市川生涯

学習部長） 

 読書おもいで帳というのは花巻市独自のシステムで、全国で連動

しているわけではありません。ただ、花巻の会社が作ったもので、

全国各地で通帳のようなものに自分が読んだ本を記録できるとい

うシステムであり、全国で使っているところもあるというもので

す。花巻市立図書館では使っていまして、学校でも導入した学校は

ありますが、全部に入ってるわけではありません。そして、学校の

図書館は学校図書館の分しか記録できないし、市立の図書館は市立

の図書館しかできない。これもどちらから借りても記録できればい

いような気がしますよね。そういうような連携を今検討していると

ころなので、ご意見を参考にさせていただきたいと思います。 

 

菊池豊議長 というと学校のシステムと繋がれば、学校図書館で借りた図書も

記録に残るということですね。石鳥谷はどこから働きかければいい

んですか。 

 

事務局（市川生涯

学習部長） 

それは今作っている新花巻図書館の整備基本計画の中で検討してい

ます。その中で学校と市立図書館の連携を図るべきではないかってい

う意見があります。ですので、ある程度進むと思いますし、来年度学

校に、まだ議会中ですが、来年度から学校と市立図書館の連携のため

に専属の職員の方も教育委員会の中に配属して、そういうところも調

査を進めていくと聞いております。 

 

菊池豊議長 ぜひですね、そういうシステムを学校と連携できるようであれば

非常にいいなと思っております。ちなみに芦田愛菜ちゃんは、１年

間に100冊も本を読むらしいですが、そういうのは記録に残ってい

れば素晴らしいですよね。 

はい、他、どうぞ。 

 

藤井輝雄委員 １ページの部分なんですけれども、市民講座とか色んな生涯学習

をやられてきてますけれども、一応生涯学習というか、自らも学ん

だり続けたりするのが目的なんでしょうが、これらを受けたことに

よって、次の学びに繋がるような状態になってるのかなっていうの

がちょっと思ったことでした。なかなかカルチャーセンター的な講

座はやりやすいというのでやるんですけれども、そのあとサークル

化するとか、継続して学んでいくという形ができてたらいいなとい
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う感想を持って、もしそういうふうに一講座でもそういう部分もあ

りましたよっていう話がありましたら、お聞かせいただきたいと思

います。 

 

事務局（佐々木生

涯学習課長） 

はい、まさにその通りでございまして、やっぱり繋がるというの

が一番なのかなという思いで、こちらも市民講座というものを行っ

ておりまして、今年度、昨年度、ものづくりの講座を、手軽に取り

組めるものですね、行いましてサークル化しております。そういっ

たものもあります。どうしても単発でやるものとかですね、そうい

ったものもありますけれども、何回かのコースで継続してやってみ

て、やっぱり続けたいというような感想をお持ちになった方が自主

的に集まって、サークルを作ったという例もありますので、そうい

うのは、参考例、成功例なのかなというふうに思ってございます。

ありがとうございます。 

 

髙橋典人委員 花巻図書館の方にちょっと質問なんですけども、この３ページの

ところの読書活動推進事業の中に、移動図書館の部分が何もないん

ですけども、やっぱりコロナの関係で移動図書館は出せなかったの

かなってていうのと、あと読書おもいで帳の発行と関わりがあるの

かもしれませんが、学校に、たまたまかもしれませんけど、移動図

書館が来たとか、来るような話を聞いたことがなかったので、そう

いった学校との連携が取れなかったのかなというような部分もち

ょっとお聞きしたいなと思って、質問です。 

 

高橋花巻図書館副

館長 

まずはこの読書活動推進事業についてですが、主に花巻市の子ど

も読書活動推進計画に基づいて行っている事業になっております。

読書活動推進事業ということで、移動図書館自体はそのとおり行っ

ておりますけれども、具体的にその計画の中で、学校と連携という

形では載せてはおりませんが、現実には、移動図書館のステーショ

ンに学校は入っておりますし、たとえば石鳥谷地区ですと、全学校

を回っており、連携は取っているところです。 

 

髙橋典人委員 ありがとうございます。読書おもいで帳の発行ということを初め

て知ったので、まずシステムもよくわかってないんですけども、今

私は東和小学校の学校図書館の方で週３回仕事してるんですが、た

いがい学校では今もうバーコード入力で貸し出し履歴とか全部個

人ごとに記録になるんですよね。で、今せっかく学校にもバーコー

ドシステムが入ってるので、それと連携するようなシステムをつく

れると、もうあっという間に市で借りた本と学校で借りた本がリン

クすると思うので、そういったところもやっぱり学校図書館であれ
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ば教育委員会の部分の管轄なので、連携しながら進めてもらえれば

なというふうに聞いてて思いました。よろしくお願いします。 

 

菊池豊議長 はい。 

 

堀合範子副議長 直接今年度事業というのではなくて、見通しをちょっとお伺いし

たいんですが、今コロナ禍の成果とかまなび学園を利用する、施設

を利用する場合、２ヶ月前に申請をして、抽選とかもあったりする

わけですが、世の中も動いてきておりますし、新年度計画を立てる

時期でもあるんですが、これからもそういった２ヶ月ごとの利用申

請という形が継続されるのかということをお伺いしたいです。 

 

事務局（佐々木生

涯学習課長） 

まなび学園の利用として２ヶ月前の月の初めに申し込みいただくっ

ていうのは、コロナ前からずっとそのような形で行っております。基

本的には変わらずにそのような形で行っていくことになるかなと。何

か違う方がいいとかですね、ご要望があれば、変えたりする場合もあ

りますけれども原則はそのような形になります。ちなみにご要望があ

りまして、体育室の利用について、やっぱり学校での利用とか、ＰＴ

Ａさんの利用が多いというようなこともありまして、直接まなび学園

に出向かないで、メールで申請をいただいて、抽選をして結果をお知

らせするっていうようなことを今年度の途中から試行で始めたりして

まして、少し皆さんのご要望に応えてるということもあります。以上

です。 

 

菊池豊議長 はい。他にありますか。 

 

福盛田弘委員 生涯学習の講座開催についてちょっとお尋ねしますが、市民講座

とか富士大の講座とかありますよね。これたいてい１つの講座 20

名の定員で募集をさせていただいていると思いますが、この募集に

対して、こういった人たちも、ちょっと 20 人だと少ない感じで、

多くの方が申し込まれて、抽選で外れて参加できないってこともあ

りますので、もし人気のある講座は、人数を増やして募集しても教

室の中で対応できるんであれば、そういう方法もあるかなと思うん

ですが、いかがでしょうか。 

 

事務局（佐々木生

涯学習課長） 

お答えいたします。実はここ３年ぐらいですね、コロナの関係で

この施設の利用制限、人数の制限っていうのがございました。そう

いった意味もありまして、20名というところに区切らせていただい

たりとかですね、そういった形で行っておりましたけれども、実際

に応募いただけるこれまでの実績とかですね、そういったものを見
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ながら、人数については増やせるものは増やしていくということで

それぞれの市民講座で対応していきたいと考えてございます。以上

です。 

 

菊池豊議長 はい。今のに関連してですね、コロナの状況は大きく変わってき

てますのでね、来年度のこういった施設とか、事業、このコロナ対

応はどのように考えてるんですか。あるいは緩和して行う方向にあ

るのか、そのへんの見通しをちょっと教えてください。 

 

事務局（佐々木生

涯学習課長） 

はい。先ほども少し申し上げましたけれども、施設の利用につい

ては、この施設の利用制限、どうしても人数を限ったりとか、そう

いったことでのこれまで行ってきたという状況がございます。です

ので、今現在は利用を制限するものがまずほとんどない状況で、今

政府から発表になっている部分についても、消毒的なものは日常的

に行うべきですが、そうじゃない部分については大分緩和されてき

ておりますので、それに従った内容でこれから市民講座についても

行っていくっていうことになるのかなということで、まずほとんど

制限のない、講座の対応をしていくということになるかと思ってま

す。以上です。 

 

菊池豊議長 一気に平常に戻すということでもないわけですね。状況を見なが

らということですね。 

 

事務局（佐々木生

涯学習課長） 

基本的には今もうほぼ平常通りになってます。人数も増やしてま

すし、利用の制限というものがなくて、日常の消毒とか、換気とか

ですね、そういったものを行いましょうというのが政府の方針です

ので、来年度についても、まずは規制のない普通の体制での講座を

行っていくっていう見通しになってるかなというふうに思ってい

ます。 

 

菊池豊議長 はい。今日の我々もマスクやらなくてもいいということですし、

ただ、市の職員の皆さんはやるという状況なようですので、まあ大

分緩和は進んでるということですね。 

他はどうですか。はい、それでは。 

 

髙橋福子委員 すいません、いっぱい教えてください。質問が３つと意見が１つ

あります。１ページ目の生涯学習の全体の社会教育にまつわる事業

の取り組みに、多様なニーズやライフスタイルに応じた講座開設と

いうふうにあるのですけれども、ここに報告なさった事業のうち

で、託児を実施している事業っていうのはあるんでしょうか。結局
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子育て中の方も参加しやすいっていうふうになれば、託児を実施し

たほうがよいのではないかなと思うんですけれども、託児を実施し

ている事業があるかどうかをお聞きしたいと思います。３ページ目

の図書館のブックスタート事業なんですけれども、ブックスタート

事業の本の選択は何か基準があるのでしょうか。そこを教えていた

だきたいと思います。それと４ページ目と５ページ目の国際交流の

ところなんですけれども、この事業報告を見ると、在住している外

国人の方への事業っていうのは見当たらないんですけれども、先般

外国人向けの防災の講座に出たんですけれども、外国人の方々はや

っぱり掲示されたものとか、情報がキャッチしにくいっていうよう

なこともあって、在住の外国人に対する、そういった別に防災って

いうわけではないんですけど、住んでらっしゃる外国人に対する事

業っていうのはないのかなというふうに伺いたいと思います。あと

もう１つは意見ですけれども、１ページ目に、地域生涯学習担当研

修っていうのを実施なさってらっしゃるんですけれども、さっき伺

ったときに、社会教育主事さんはまなびに１名と、担当課に１名し

かいらっしゃらないっていうことなので、この研修の時に、生涯学

習の社会教育っていうのはなぜ必要で、なぜするかっていう基礎、

基本的なこともその研修の中に盛り込んでいただければいいなと

思います。国では社会教育士っていう養成講座等、研修もあること

なので、それに派遣するようなこともあればいいかなと思います。

たくさん喋ってすみません。よろしくお願いします。 

 

菊池豊議長  ４点ですよね。それではお願いします。 

 

事務局（佐々木生

涯学習課長） 

 そうですね、はい。１つずつお答えしたいと思います。まず生涯

学習事業で託児を行ってるかという部分ですけれども、こちらにつ

きましては家庭教育支援講座、こちらの方が親子向けといいますか

ですね、小さいお子さんも連れて参加されますので、託児を行いな

がら参加していただいてるというものでございます。それについて

行ってるというものでございまして、私の担当でお答えしますと、

国際交流の関係ですね、こちらについて、令和４年度までやってき

た中で、たとえば在留外国人向けの日本語の講座とかですね、そう

いった部分は、これまでも行ってきております。あとは生活講座み

たいなもの、自転車の乗り方とかですね、そういった部分の事業に

ついてはこれまでも行ってきておりますが、それに加えまして、今

年度実は多文化共生推進プランっていうものを国際交流室で策定

をしてございます。その中でも、やっぱり在留の外国の方が増えて

いる、たとえば技能実習生とか、そういった方も増えておりますの

で、そういった方に地域に溶け込んでいただくにはどのような形で
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進めていけばいいかとかですね、そういった部分について、プラン

の方で内容を記載してございまして、それに基づいて、今やってる

事業ではあるんですけれども、少しずつ拡充しながらですね、国際

交流協会と連携をして、市内在住の外国の方向けの講座っていうも

のも少しずつ拡充していければなというふうに考えているもので

ございます。あともう１つ、社会教育主事の関係でしたね。そうで

すね、２名ということでございまして、地域の中で研修を行う際に

そういった部分、何か研修的なものを行えばいいんじゃないかって

いうことをいただきましたので、そういった部分も含めて事業の中

で織り込めるかどうかも検討していきたいというふうに思ってご

ざいます。ありがとうございます。あとは図書館のほうですね。 

 

高橋花巻図書館副

館長 

ブックスタートとブックスタートプラスの選書というところで

すが、こちらの方は図書館司書がおりまして選書できる職員もいま

すし、またブックスタート事業というのは全国でも行っております

ので、そういった情報とかですね、おすすめの本とかそういった情

報もありますので、それらを踏まえながら本を選んでいるというと

ころでございます。 

 

菊池豊議長 はい、この件の生涯学習担当者研修について、外舘さん、何かあ

りますか。 

 

外舘邦博委員 今、議長の菊池先生から振っていただいたので、当センターを十

分活用していただければというお話をすればいいのかなと思って

ます。当センターでは社会教育に関する様々な担当者研修の機会で

すとか、あとは出前講座等もやっております。今では社会教育とＩ

ＣＴの活用とかですね、オンラインの研修ですとか、様々な課題に

対する研修を行っておりますので、詳しいことはまた紀要等を配布

しておりますので、そういった研修内容を見てご活用いただければ

と思います。以上でございます。 

 

事務局（佐々木生

涯学習課長） 

すいません、ちょっと加えまして、振興センターの方につきまし

ても、センターの方での講座のご案内をしておりまして、各研修の

方に参加いただいているという状況でございます。 

 

堀合範子副議長 はい、それでは生涯学習の推進について、その他、ご質問ご意見

等、お持ちの方いらっしゃいますでしょうか。 

はい、どうぞ。 

 

菊池朋子委員 まず、今年度の補助金のご支援をいただきましてありがとうござ



19 

 

いました。コロナ禍ではありましたけども、できることを見つけて、

子どもたちと１年間学習してまいりました。それで去年の７月にで

すね、３年ぶりに平塚の交流の森でキャンプを１泊、テントを張っ

て開催することができました。今この３年、このコロナ禍でキャン

プブームでして、本当に、満員、満室じゃないですけど、もう満席、

なんて言ったらいいんですかね、もう満員のキャンプ場でした。バ

イクで来られてたくさん集まってる方もいましたし、ご家族、カッ

プル、たくさんのご利用をしていて、にぎやかでしたが、５ページ

目にあります国内友好都市等交流推進事業の交流キャンプがこの

数年ずっと中止になっていることもあるのかなとは思うんですが、

かなりキャンプ場が荒れておりまして、老朽化もしてるし、古くな

っている木もありますし、また作り的に炊事場の上の方にキャン

プ、テントサイトがあるんですが、私たちが泊まった時に大雨が降

っていまして、テントの水はけの道を作らなければならない状態に

なりました。みんな知識のあるようなリーダー方が対応してますの

で、無事安全には過ごすことができたんですが、炊事場の中にです

ね、その雨水がドロドロと流れるんですね。炊事場のコンクリート

の部分はもう泥だらけでして、泥を掃くのを子どもたちが頑張って

綺麗にして帰ってきました。来た時よりも綺麗にして、借りたもの

はそれ以上に綺麗にして帰るっていうのを常に教えておりますの

で、清掃して帰ってきたんですが、今年度、交流キャンプに何か予

算がついて改善した部分っていうのはあったんでしょうか。また、

なかったのか、今後その予定もあるのか。ちょっと本当に、市はち

ょっとこの場所を閉鎖するつもりなのかなっていうぐらいちょっ

と悲しい状態になっておりますので、他県から来た方々にも、花巻

市に来てキャンプ場、何か残念な場所だと帰られてはもったいない

なという思いを改めてしましたので、何か改善した部分があるの

か、今後予定はあるのか、お聞きしたいです。 

 

事務局（佐々木生

涯学習課長） 

はい。平塚の森のキャンプ場の件ということで、実は私たちも利

用している立場の方になります。管理が市役所の中ではあるんです

けども、公園の担当ということになってまして、私が知り得る範囲

の状況では、それまで熱心に管理されてた方が交代されたというよ

うな情報も聞いておりまして、そういった部分で、あるいは施設の

管理が及ばなかった部分ももしかしたらあるのかなというふうに

感じております。実は、私たちが利用する際もそのような感じも少

し受けているかなというふうに思っておりまして、どの程度まで改

善ができるかどうかっていう部分は担当の方にちょっとお話を聞

いてみないとわからないんですけども、少しお話をしながら、どの

程度手が入れるのかなっていう部分は確認をしてみたいというふ
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うに思います。すいません。ご意見ありがとうございます。 

 

堀合範子副議長 はい、それではまだまだご質問、意見あるかとは思いますが、実

は本日の議題の今３分の１ぐらいが終わったというところでござ

いますので、大変すみませんが進めさせていただきます。では６ペ

ージのスポーツの振興に移らせていただきます。説明お願いいたし

ます。 

 

菅原スポーツ振興

課長 

はい。それでは、６ページ目、スポーツ振興についてですね、説

明させていただきます。まず一つ目、１．生涯スポーツの推進でご

ざいます。①として、地域スポーツ推進事業ということでございま

すが、この事業につきましては、各地域において生涯スポーツの推

進を図るということで、スポーツ推進委員、あるいは地域スポーツ

普及員といった方々を配置しまして、活動を支援するということ

と、あとは市民がスポーツに親しむ機会を提供するということを目

的に実施している事業でございます。本年度の主な事業実施状況と

しましては、スポーツ・レクリエーション指導員の配置、あるいは

スポーツ教室・イベントの開催ということで早起きマラソン、これ

につきましては、昨年度はコロナで実施できませんでしたけれども

今年度は実施いたしておりますし、あとはニュースポーツ交流大会

あるいは鉛温泉スキー場のイベントとしてスキー場開き、あるいは

スキーの日イベント、あとはスノースポーツフェスティバルという

ことで開催をさせていただきました。令和４年度のまとめといたし

ましては、指導員等を配置しまして、新型コロナウイルス感染症防

止対策を講じた上で誰でも楽しめるというニュースポーツ等の普

及に努めたということでございますし、市民の健康増進と体力づく

りを図るために、新型コロナウイルス感染症防止対策を講じた上

で、先ほど言いましたように、ニュースポーツ体験会等のイベント

を開催したということでございます。それから、②地域スポーツ支

援事業でございます。こちらにつきましては、各地域において生涯

スポーツの推進活動を支援するということを目的としまして、各団

体に対して助成をしております。４年度の実施状況としては、スポ

団体等への支援ということで、花巻市体育協会、大迫、石鳥谷、東

和の体育協会、それからスポーツ少年団本部の方に補助金を交付い

たしております。そういった補助金を交付しまして、地域スポーツ

の振興を図られたということでございます。それから２．競技スポ

ーツの推進ということで、①競技スポーツ支援事業でございます。

こちらは競技レベルあるいは指導レベルの向上を図るといったこ

とを目的としまして、大会出場者の支援、あるいはスポーツ大会の

開催の支援、選手や指導者の育成ということを行うことを目的に事
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業を実施しているところでございます。内容といたしましては、全

国大会等の出場支援ということで合計136件、２月末現在ですけれ

ども、補助金を交付しております。それから県民体育大会出場支援

ということで、花巻代表選手への参加費、交通費、宿泊費の助成と

いうことでございます。あとはスポーツ大会の開催支援っていうこ

とで、早起き野球、岩手県高校駅伝、ふれあいソフトボール大会、

そういったものの開催に対して補助金を交付しておりますし、イー

ハトーブレディース駅伝、これにつきましては、実行委員会を組織

してそちらの方に補助金を交付しております。あとは、イーハトー

ブ花巻ハーフマラソン、これにつきましては、４月に開催予定でご

ざいましたが、コロナの影響で残念ながら中止ということでござい

ました。あとは専門の競技指導者及び選手の養成・確保ということ

で指導者講習会を実施しております。まとめとしましては、全国大

会等の出場への補助金を交付、市内で開催するスポーツ大会に対す

る補助金の交付を通じまして、競技スポーツの振興に努めたという

ことでございます。続きまして７ページ目でございます。３．大規

模スポーツ大会の開催ということで、①スポーツ大会・合宿誘致推

進事業でございます。こちらの方は交流人口の拡大を図り、スポー

ツに接する機会を提供するために、大規模なスポーツ大会、あるい

はスポーツ合宿の誘致を図ることを目的として事業を実施してお

ります。内容としましては、スポーツコンベンションビューローへ

の支援ということで補助金を交付しておりますし、あとはスポーツ

大会・合宿誘致推進事業ということで、こちらについてはそのスポ

ーツコンベンションビューローの方の事務局の職員の人件費につ

いて補助をいたしております。それからスポーツ合宿支援事業補助

ということでございますが、こちらにつきましては、県外の大学等

の団体が合宿に市内のスポーツ施設を利用したり、あるいは宿泊施

設を利用した場合に補助をしているものでございます。今年度につ

いては、３件補助金を交付しておりまして、東京経済大学の硬式野

球部、それから東京大学の男子バスケットボール部、東京大学のア

イスホッケー部がそれぞれ市内で合宿をいたしまして、その経費に

対して補助をしております。それからボート日本代表等の合宿の受

け入れということで、これにつきましては、毎年ボートの日本代表

選手団の皆さんが田瀬湖の方で合宿をされておりますが、今年度に

ついてもシニアの強化合宿、日本オリンピック委員会のエリートア

カデミーの強化合宿などを田瀬のほうで実施をしていただいてお

ります。まとめといたしましては、スポーツコンベンションビュー

ローへの補助金の交付によりスポーツ大会・合宿誘致の推進に努め

たということでございますし、オリンピック開催後においても、ボ

ート日本代表の強化合宿を受け入れるための環境整備に努めたと
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いうこと、あとはシニア日本代表のほか、エリートアカデミーの強

化合宿を受け入れたということでございます。それから、④スポー

ツ施設環境整備事業でございます。こちらの方は、スポーツ施設の

快適な利用環境を整えるということで、あとは大規模大会、そうい

ったものの開催に備えるために、設計計画や施設の改修整備を行う

というものでございます。今年度につきましては、ここに記載して

おります通り、スポーツ施設の改修整備ということで７施設、花巻

球場の屋内練習場、あるいは総合体育館の中央監視システム、鉛温

泉スキー場のリフト、そういったものの改修をいたしております。

それからスポーツ振興課ではなく、地域づくり課の方で笹間地区の

社会体育館の改修工事の実施設計を行っておりますし、石鳥谷総合

支所の方では八日市運動公園プールの解体工事、あとは大瀬川運動

公園プールの解体工事の実施設計を実施しております。まとめとい

たしましては、計画等は順次施設整備をしておりますが、工事のほ

うを実施したということでございます。以上でございます。 

 

堀合範子副議長 はい。それではスポーツの振興についての事業報告をしていただ

きましたが、皆さんの方からこの件について、質問あるいはご意見

等ございましたら、はい。 

 

藤井輝雄委員 すいません、２点なんですけども、６ページの上の方にあります

スポーツ推進委員が39名とあります。それから、地域スポーツ普及

員331名とありますけれども、この方々の役割というか、どうも地

域スポーツ普及員の方は自分がそうなってることすらあんまり認

識してない方もいらっしゃるようで、そこら辺の啓蒙活動という

か、そこら辺どうなってるのかなというのが１点。それから、もう

１つは社会体育館っていうのがあちこちにありますけれども、あと

学校施設も使わせていただいたりなんかしているようですが、うち

は東和町の端っこの浮田なんですけれども、ここはもう社会体育館

がないという状況で、東和地区では６コミュニティがあるんです

が、そのうちの２つのコミュニティがそういうふうな施設がないと

いう状況になってまして、大がかりな地域内の運動会的なものを何

をやりたいと思っても、そういう施設がないという状況になってる

んですが、そういうものに対しての今後の考え方、どっかのコミュ

ニティと一緒になればいいですよと言われればそれまでなんです

が、そこら辺をどういうふうに考えてるのかなというのを教えてく

ださい。 

 

菅原スポーツ振興

課長 

はい。まず１点目のスポーツ推進委員とスポーツ普及員、この違

いといいますか、まずスポーツ推進委員についてはですね、根拠が
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スポーツ基本法の方に定められているんですね。そちらの方でスポ

ーツ推進のための事業実施に係る連絡調整とか、あるいはスポーツ

実技の指導、あとスポーツの行事、事業に協力するというのが主な

内容になってまして、こちらの方は花巻市のスポーツ推進委員に関

する規則というのを定めて、任期２年で市長が委嘱しているという

ことで、市全体のスポーツの推進に関わっていただいているとい

う、おおざっぱに言うとこんな感じになります。もう一方のスポー

ツ普及員ですけれども、こちらの方につきましては、市が単独で、

スポーツ振興法とかに定められてるわけじゃなくて、いわゆるそ

の、それぞれの地区っていうか、地域、行政区って言ったらいいん

ですかね、そこに２名お願いをして、その行政区から推薦をいただ

いて、お願いをしている方々で、この方々の主な任務というか職務

としますと、それぞれの地区のスポーツの普及といいますか、そう

いったものをお願いしているということになります。なかなかコロ

ナということもあってですね、どっちもこのところ活動があまりで

きてなかったということなんですが、今年度は、ある程度スポーツ

推進等色々ニュースポーツをですね、自分たちで色々やってみたり

とかしましたし、２月にはそのスポーツ普及員の皆様を集めまし

て、スポーツ推進委員の方々に講師になっていただいて、色々ニュ

ースポーツの研修会を行ったりしております。という状況です。あ

とはその社会体育館なんですが、社会体育館になりますと実はスポ

ーツ振興課の管轄ではなくて地域づくりの管轄になるんですが、そ

の通り、今藤井さんおっしゃった通り、東和の場合ですと社会体育

館がないと。ましてやグラウンドもなかなかその通りないという状

況ですので、いや、他の地域と一緒にっていう話さっきされてまし

たけども、なかなかそれも難しいと思いますんで、ちょっとそれに

ついては、こちらとしても、当然地域のスポーツの普及ということ

もありますので、ちょっと検討して、少しでも何かいい方法がない

か考えていきたいなというふうに思っております。 

 

藤井輝雄委員 よろしくお願いします。 

 

堀合範子副議長 その他、ありませんでしょうか。 

はい、ないようですので、それでは最後に３つ目の芸術文化の振

興に入らせていただきます。説明お願いいたします。 

 

事務局（佐々木生

涯学習課長） 

はい、それでは８ページ目のところですね、芸術文化の振興の１．

芸術文化活動の推進というところでございまして、事業といたしま

しては、①芸術文化推進事業ということになりまして、小学生のた

めのアートセミナーを夏冬開催してございますし、花巻市民芸術祭
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ということで、４地区で様々な事業を行っておりましたが、コロナ

でできなかった事業も少しあるという状況でございます。年度初め

に行ったような事業ですね、それについてはちょっとできなかった

部分もあるということです。それから花巻市の芸術協会に対する補

助金、それから芸術文化部門の全国大会への出場補助金というよう

な事業を展開してございます。まとめとしましては、小学生のため

のアートセミナーが、例年ちょっと応募者が多数という状況でござ

いましたので、会場を分けたりしながら行って、少しでも機会を増

やすような形をとったというところでございますし、市民芸術祭に

ついては先ほど申し上げました通り、４地区で展示部門はまず開催

できたんですけども、その中で、花巻地区につきましては文化会館

での開催ということでしたので、展示だけではなくて、市民が自分

たちで持ち込みをするというようなスタイルで、コンサートなどを

して舞台発表の場を設けたというような状況でございます。そのほ

か、文化会館を子どもたちも楽しめるような工夫を行ったというこ

とも行ってございます。次の②、文化会館での芸術文化の推進事業

につきましては、大ホールの公演の事業を８事業行ってございま

す。学校の団体鑑賞については例年通り４事業。市民向けの文化事

業は２事業ということで行っております。まとめとしましては、ピ

アノ、あるいは和太鼓団体とかですね、そういった方に本当であれ

ば例えば学校に出向いてとかですね、行えればよかったんですが、

やっぱり広い文化会館に来ていただいたほうがいいかなっていう

ことで、アウトリーチっていうのは外に行ってやるという事業なん

ですけども、インリーチってちょっと聞いたことないと思うんです

けども、文化会館に来ていただいて、参加していただくというよう

な事業も行ったというものでございます。それから、令和３年度か

ら始めまして好評いただいております、継続して行っておりますこ

のグランドピアノを少人数の方にお貸しするというような事業で、

少しでも文化会館に足を運んでいただければというような取り組

みを継続して行ってございます。それから、③学校文化活動の事業

ということになります。花巻市民芸術祭で小中学生の作品展示を行

ってるということでありましたけども、児童生徒の舞台発表の場の

設定はちょっと難しかったということがございます。はい、次のペ

ージ、９ページになりまして、④美術普及活動推進事業、萬美術館

のほうになりますけれども、これにつきましては、例年萬鉄五郎祭

に合わせまして、写生大会を行ってるんですが、例年通りの参加と

いうことで、応募があったというものでございます。それから、萬

美術館の整備事業でございますけども、令和４年度に設計業務、古

くなっておりましたので、空調の方の設計を行って、来年度にはそ

の改修工事を行うということで予定してございます。次、先人顕彰
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事業でございます。２．先人の顕彰の方に入りますけども、①先人

顕彰推進事業でございまして、共同企画展で、今年度は５館で開催

ができたというものでございますけども、コロナウイルスの影響も

ありまして、全体の、冬場というところもあるんですけれども、入

館者数は少し伸び悩んだということですが、各館を回ってスタンプ

ラリーっていうものをやっていただいてるんですけども、その達成

者が増えていますので、そういう時でもできるような楽しみという

ことでですね、出かけるきっかけみたいなものを探してる人も多い

んじゃないかということになります。それから、今年度、単年度で

の取り組みということなんですが、偉人マンガというものを作成し

て、学校の事業とかに活用していただくというような事業で行って

ございまして、佐藤昌介をテーマにした漫画を作成してございま

す。偉人マンガにつきましては、検討委員会でのチェック、あるい

は有識者による監修を重ねておりまして、偉人に対しまして、より

精度の高いといいますか、なおかつ、より子どもたちに読みやすく

て伝わりやすい作品づくりを進めたというところでございます。次

のページは宮沢賢治のほうですね。よろしくお願いします。 

 

鈴森賢治まちづく

り課長 

はい、それでは②宮沢賢治普及・啓発事業についてです。こちら

は宮沢賢治イーハトーブ館において実施した事業でございます。ま

ず企画展につきましては、今年度４つの企画展を実施したところで

ございます。それからセミナーにつきましては、イーハトーブ館に

おいて、４月に春季セミナー、９月に研究発表会、それから３月、

来週になりますけれども、地方セミナーということで大阪でセミナ

ーを開催する予定になっております。その他、Ｚｏｏｍを利用して

10月に学生さんを対象に卒業論文をテーマにしたセミナーも開催

しております。まとめにつきましては、企画展、セミナーとも、オ

ンライン等も活用しまして、予定通りに事業を実施することができ

ました。また入館者、参加者についても、前年に比べて増加しまし

た。セミナー等につきましては、対面での開催のほかに、オンライ

ンを利用しての事業実施ということで、参加機会の拡大や新たな参

加者の掘り起こしに繋がったものと考えております。このようなこ

とからイーハトーブ館の目的であります、広く学術及び文化の発展

に繋がったものと考えております。 

 

事務局（佐々木生

涯学習課長） 

はい、次、③企画展示事業、新渡戸記念館、萬鉄五郎記念美術館、

博物館ということでございます。まず、新渡戸記念館ですけれども、

特別展を共同企画展も含めて４回開催してございます。まとめとし

ましては、新型コロナの感染対策を徹底して、休館しないで事業を

予定通りに行うことができてございます。市内小中学校の団体見学
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については、去年ちょっと少なくて２校だったというところです

が、各種団体からの依頼に応じまして、館長が出向いたりしながら、

新渡戸教室というものを開催してございます。年間の来館者数は見

込みで6,800人程度ということで、コロナ前よりは及ばない状況で

すけども、令和３年度よりは増えてきているという状況で、広く市

民に花巻における新渡戸家、それから稲造の魅力を発信すること

に、何とか努めているというものでございます。次の11ページにな

ります。萬鉄五郎記念美術館の企画展示事業ということですけれど

も、今年度は休館、会期の変更がなく企画展ができてございます。

若年層への美術の普及を図る絵本作家の五味太郎の作品展、それか

ら障がい者の美術普及の先駆的な存在で、岩手の方の橋場あやさん

の作品展で、それから岩手出身で11月に亡くなった大宮政郎さんの

展覧会などもですね、開催しまして、萬鉄五郎に関する企画展は年

度当初に行ってるんですけども、それのみならず、岩手の美術を紹

介する企画展などを開催して好評を得ているというものでござい

ます。次は博物館です。 

 

佐藤花巻市博物館

副館長 

11ページの一番最後から12ページになりますが、昨年度はコロナ

禍の影響による休館のため、企画展を途中で打ち切ったりですと

か、展示資料が用意できずに急きょ展示内容を変えたりということ

がありましたけれども、今年度、令和４年度につきましては、予定

通り全て行い、おおむね来館者にも好評を得たところでございま

す。入館者数ですけれども、コロナ禍前でだいたい18,000人ぐらい

入館者がありましたが、去年、今年と大体12,000人から3,000人ぐ

らい、７割程度に戻ってきたかなというところでございます。以上

です。 

 

鈴森賢治まちづく

り課長 

それでは続きまして、①賢治のまちづくり推進事業についてで

す。こちらにつきましては、賢治まちづくり課、生涯学習課、宮沢

賢治記念館で、それぞれ実施している事業をまとめたものになりま

す。まず、賢治セミナーなどの講座の開催ということで、はなまき

賢治セミナー、「賢治の世界」セミナー、「賢治の世界」ワークシ

ョップにつきまして、開催しております。宮沢賢治賞、イーハトー

ブ賞につきましては、今年度、賢治賞、イーハトーブ賞、それぞれ

の奨励賞ということで全賞の贈呈が行われております。宮沢賢治記

念館特別展についてですが、こちらは４つの特別展を開催したほ

か、特別企画といたしまして、９月に雨ニモマケズ手帳の特別公開

というものを実施しております。それから12月には、全国高校生童

話大賞ということで、651点の作品の応募がございまして、12月10

日に表彰式を実施しております。宮沢賢治創造芸術公演、こちらに
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つきましては、令和５年２月に実施いたしまして、東北農民管弦楽

団第７回定期演奏会花巻公演ということで、600人を超える多くの

方々にご来場いただいております。賢治フェスティバルにつきまし

ては、７月23日から10月30日までの間童話村のライトアップ、それ

から８月27日、28日にはイーハトーブフェスティバルということ

で、こちらは昨年度イーハトーブフェスティバルについては中止と

なっておりましたが、中止することなく実施をすることができまし

た。賢治アートストリート、賢治イベントカレンダーについては、

例年通りということで実施しております。４年度のまとめといたし

ましては、まずは新型コロナウイルス感染症の対策に留意しながら

ということで、計画していた事業を全て実施することができまし

た。童話村のライトアップにおいては、今年度は新たに伝統工芸や

市民制作のオブジェということで、新しいライトアップの展示を行

ったところでございます。また、高校生による朗読、それから鹿踊

の夕べということで、野外ステージを活用したイベントも開催する

など、様々な団体の企画により、2016年からの開催の中で最多の入

場者を記録しております。イーハトーブフェスティバルにつきまし

ては、例年通りにステージ上での生出演のイベントということまで

はいきませんでしたが、事前に収録した映像のプログラムをステー

ジで上映するという新たな形で実施したところでございます。とい

うことで、感染症対策を意識した開催形式で試みたところでござい

ます。 

 

事務局（佐々木生

涯学習課長） 

 

はい。続いて各館での企画展示事業ということで、まず高村光太

郎記念館でありますけれども、企画展を２回と併せて共同企画展も

実施してございます。まとめとしましては「光太郎、海を航る」、

「光太郎、つくりくふ。」ということで、光太郎がアメリカ、ヨー

ロッパに行った部分についての企画、それから光太郎の食について

の企画ということを行ってございまして、そのほかに、２年ぶりに

２回の記念館講座を、オンラインで講師を招いて行った部分と、あ

とは実際に会場で行っております。先人顕彰事業の共同企画展につ

いても、開催することができました。来館者につきましては、令和

３年度と比較しては増加をしてきてるものではありますけれども、

引き続き記念館に足を向けてくれる事業企画が課題であるかなと

思ってるものでございます。 

 

鈴森総合文化財セ

ンター所長 

はい。最後になります。大迫にあります総合文化財センターの企

画展につきましてご報告させていただきます。毎年総合文化財セン

ターにおいては、年間３つの企画展を開催してございます。この中

で令和４年度の特徴的なものといたしましては、①にございます坂
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倉登喜子さんの企画展です。この方は今日ご出席の大迫出身の小国

さんや菊池清さんも詳しいと思いますが、女性登山家のパイオニア

的な方で、この方がハヤチネウスユキソウを非常に好きで個人的に

あちこちの、各国のハヤチネウスユキソウが入ったものを個人的に

収集したものの一部を展示させていただきました。この事業につき

ましては、大迫の総合支所地域振興課が事業主体として実施しまし

て、会場として総合文化財センターで開催したということで、期間

中の来場者につきましては、674人という人数でございました。そ

の他、②③というふうな形で企画展を開催してございます。簡単で

ございますが、総合文化財センターは以上でございます。 

 

堀合範子副議長 はい。それでは芸術文化の振興について、８ページから13ページ

までご説明していただきました。はい、この点についてご質問、ご

意見ある方、挙手をお願いいたします。 

 

福盛田弘委員 はい。質問ではないんですが、昨年度と今年、花巻文化会館を利

用して花巻市民芸術祭を開催いたしました。なかなかコロナの関係

で心配しておりましたけれども、色んな団体でも、練習とかそうい

った稽古も思うようにいかなくて、ハラハラした中の実施だったん

ですが、おかげさまをもちまして、やはり会場が変わったせいもあ

りましたと思うんですが、今まで総合体育館という、体育館を利用

して展示していたものが、文化会館に変わって展示しました。その

中でやはり文化会館ですので、展示するスペース的なものはそうい

った施設ではないので、ちょっと窮屈なところもありましたが、

色々工夫しながら、生涯学習課の皆さんにお手伝いしていただきな

がら開催した結果、今年の部分では大変な人数の方々に来ていただ

いて、また駐車場の関係もよかったのかなと思いますが、そういう

方々に皆さんに見ていただきました。本当にありがとうございま

す。またこの９ページですか、偉人マンガの件なんですが、佐藤昌

介の偉人マンガ、ちょっと私も関わったんですが、皆さんのお手元

に届くんでしょうか。それともこれ、学校の副読本として、この社

会教育委員さんには届かないのですか。個人的にこれ、出来がよか

ったので、皆さんに見てもらった方がいいのかなと。まだ届いてな

いんですが。そこらへんちょっと、はい。 

 

事務局（佐々木生

涯学習課長） 

基本的には、学校の教材として使っていただくっていうのが目的

でございます。その他各図書館に、何冊かずつ置いておりますので、

ぜひ各図書館をご利用いただければなと。ちょっと冊数的にです

ね、皆さんにお配りできるかどうかっていう部分はちょっとまだ未

定なところがありますので、検討はさせてください。図書館にはあ
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りますということでございます。お願いします。 

 

福盛田弘委員 なかなか学校の先生も、もうコラムがいいよって褒めてくださっ

ていたので、どれだけのものができるかまだ見てないんですが、ぜ

ひ皆さんに見ていただいて、佐藤昌介の生涯を知ってもらいたい。

やっぱりそういったところも希望しますので、できればいくらか増

刷して、こういった関係者の方々に、見てもらうのもありかなと思

いますが、よろしくお願いいたします。以上です。 

 

事務局（佐々木生

涯学習課長） 

分かりました。ありがとうございます。 

 

堀合範子副議長 はい。その他ございますか。はい、どうぞ。 

 

髙橋福子委員 すいません、美術館とか博物館とか文化財センターとか、市民の

方に出す展示、企画展示事業とか、この事業で分かるんですけれど

も、全部の館とは言わないまでも、各施設では調査研究も一つの主

な役割だと思うんですけど、何かここに掲載されてないところで調

査研究とかなさってることはあるんでしょうか。 

 

佐藤花巻市博物館

副館長 

はい、博物館ですけれども、その通りでございます。学芸員が毎日

調査研究しておりまして、その成果として、研究紀要の発行ですとか、

講座等を開催して市民の皆さんにお知らせしているというところでご

ざいます。 

 

事務局（佐々木生

涯学習課長） 

学芸員がおります、たとえばそうですね、萬鉄五郎記念美術館、あ

るいは新渡戸記念館等につきましては、学芸員が調査研究した結果と

いうことで、実際に今回のですね、たとえば萬鉄五郎記念美術館の今

やっております企画展がございます、大宮政郎展っていうのもあるん

ですけど、この方最近亡くなった方で、資料を美術館等でですね、整

理をしてたっていう部分がありましたので、本来であれば、たとえば

亡くなってからすぐにこういった追悼展ということができないもので

はあるんですけども、美術館のほうで、資料の方の整理とか研究をし

てたっていうこともありましたので、通常だと亡くなって１年とか２

年ぐらいでの追悼展っていうことのようなんですけども、今回は亡く

なって半年ぐらいのところでですね、こういった形での展示もできた

というふうに聞いてございますので、それも研究の成果なのかなとい

うふうに思ってございます。以上です。 

 

髙橋福子委員 せっかく調査研究したのであれば、それの調査研究をして実際に講

座をしたとか企画展をしたっていうふうに書いた方が、やった成果が



30 

 

はっきり分かるのではないのかなと思うので、出した展示だけじゃな

いものも掲載してもいいのではないかなと思います。 

 

事務局（市川生涯

学習部長） 

はい、私も新渡戸記念館で学芸調査員をやった経験からすれば、さ

っき萬美術館のことも話しましたけど、通常調査をして、何年後かに

企画展をするというようなこと、企画展に合わせて調査する、あるい

は調査しながら、それがものになって企画展をするっていうことなの

で、なかなか細かく今これを調査してますっていうとこまで書くかと

いうと、難しいかなっていうのもあります。ただ博物館規模になると

研究紀要という形で、その段階での調査のものを発行してるっていう

のがありますので、その辺りもご理解いただきながら、我々も何かこ

う発表できるものはしていきたいと思います。ありがとうございます。 

 

堀合範子副議長 はい、その他ありますでしょうか。はい、どうぞ。 

 

髙橋典人委員 すいません。ちょっと教えていただきたいんですけども、文化会館

のところで、市民向け事業のところで、もしかするとちょっと違うの

かもしれませんけど、市民劇場で、実は私さっき言ったように東和小

学校に勤務しているんですけれども、学習発表会の時に小道具とか衣

装とか、技術的になかなか学校でそれを揃えるのが難しいんですね。

それで、市民劇場とかで使った小道具とかああいう衣装とか、そうい

うのは貸し出しができるかどうか、そういうときどこに問い合わせす

ればいいのかなと。知りたかったんですけど、すいません、お願いし

ます。 

 

事務局（佐々木生

涯学習課長） 

問い合わせは文化会館が事務局になっておりまして、市民劇場です

ね。ただし市民劇場もほとんど手作りでやっていて、単年度単年度で

その事業に合わせて小道具とか衣装とかを作ってるという状況ですの

で、ちょっと残ってるかどうかっていうのはなかなか怪しい部分では

ありまして。 

  小道具などは一部あるようですので、問い合わせをいただければ、

少しお力になれるかなというふうに思ってございます。はい、以上で

す。 

  

髙橋典人委員 はい。ありがとうございます。私遠野にいたときに、遠野ファンタ

ジーがまさにそれで、センターの近くに全部とってあったんですね、

過去のものが。そうすると使うときに、どうぞ自由に使っていいです

よと言われたので、すごく助かったんですが、それがあるってわかっ

たので、今後、来年度以降ぜひ活用させていただきます。ありがとう

ございます。 



31 

 

 

堀合範子副議長 それでは、まだまだあるかと思いますが、次の議題もございますの

で、（２）新花巻図書館整備についてに入らせていただきます。説明を

お願いいたします。 

 

事務局（市川生涯

学習部長） 

それでは、資料Ｎｏ．２、新花巻図書館の整備についてご説明をい

たします。この資料につきましては、すでにホームページで公表して

いるものでありまして、新花巻図書館の整備につきましては、これま

でもご説明してきておりますので、最近の状況についてご説明をした

いと思います。この資料Ｎｏ．２は、昨年の10月から市民説明会を開

催し、市内の団体への説明、そして高校等への説明を昨年末に行った

もので、そのまとめについてのご報告でございます。今新花巻図書館

整備基本計画、具体的な基本計画の試案の検討会議というのをやって

おり、社会教育委員の皆様の中からも、この検討会議において意見を

いただいてるところです。その中で、図書館の基本構想に基づいた、

新花巻図書館を具体的につくるソフト面でどういうものがあればいい

か、という観点から皆さんで検討いただいてきたものであります。今

年度に入りまして、建設場所についても検討したというところでござ

いまして、その中で花巻駅前のスポーツ用品店の場所と、旧総合花巻

病院跡地、ここまなび学園の隣です。この２ヶ所が有力な候補地に絞

られてきた中で、この試案を検討する会議の中ではスポーツ用品店の

敷地の方を希望する、またはどちらかというとそちらの方がいいとい

う意見が多かったということを踏まえまして、これまでの検討経過な

どの市民説明会を開催したというものでございます。駅前のスポーツ

用品店の場所は、これまでも説明しておりますがＪＲ東日本の所有地

でありまして、そちらを購入しなければいけないと考えております。

ＪＲ東日本からは、市が図書館用地として必要ということであれば、

土地売買の協議に応じるという意向を示していただいておりますが、

建設地の絞り込みができないうちは具体的には交渉はできないという

ことでありました。そういう中で、駅前のスポーツ用品店に図書館の

建設を進める計画を今以上に検討するために、ＪＲ東日本とその敷地

を買収する具体的な条件を交渉して、その条件が受け入れ可能な条件

であるか見極めたいということで、市民の理解を得るために説明会を

したものでありました。下のⅡ．開催内容ということで市民説明会は、

15 地域と２回のオンライン、全 17 回開催いたしまして、これまで検

討してきた新しい図書館の内容も含めてご説明したところでありまし

たが、建設場所についての意見が多くありまして、旧総合花巻病院跡

地を希望する意見が32名ありました。スポーツ用品店を希望するとい

う発言は18人。そして、整備費がわからないと比較検討できないんじ

ゃないかという趣旨の意見が９名。総合花巻病院跡地を希望するとお
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っしゃった方の中でも整備費が知りたいという趣旨の意見が２人、と

いうような状況でありました。２．市民団体等の説明会では、委員と

しておいでですが、花巻市地域婦人団体協議会、観光協会、20歳のつ

どい実行委員会、花巻私立幼稚園協議会、法人立保育所協議会、花巻

国際交流協会、花巻商店街振興組合協議会等の皆様とも意見交換をい

たしました。この中では、スポーツ用品店敷地を希望するという発言

は 32 名。旧総合花巻病院跡地を希望するという発言が 12 名、またそ

の他の意見もいただいております。そして、市内学校、高等学校と花

巻高等看護専門学校の皆様にもご意見をお聞きした内容をお示しして

おります。この状況から、旧総合花巻病院跡地を希望するというご意

見の方も多いのですが、一方で若い方を中心に、駅前のスポーツ用品

店の場所もいいというご意見も多いところであります。そこでまだ市

としては、この市民の意見が集約できていないと考えておりまして、

この２ヶ所について候補地として今後とも検討をするという状況にあ

ります。現在ＪＲ東日本に対して、このような状況、市民の皆様にこ

ういう意見がありますよということも含めまして、ＪＲ東日本にお話

をしております。そして、このような場合で譲渡を検討いただけるか、

スポーツ用品店の敷地とそれに付随するような土地のすべてを譲渡し

ていただけないか、ということを申し出ており、そのような場合にお

ける条件について提示していただくようお願いしているという状況で

ございます。今後といたしましては、このＪＲ東日本から示される条

件を検討いたしまして、市として受け入れ可能であれば、やはりまだ

どちらの場所も希望する市民の方々がありますので、比較できるよう

な資料を調査費をかけてしっかりとした調査ができればいいかなと考

えておりますけども、比較できるような資料を作って、また市民の皆

様に提示しご意見を聞いていきたいと考えているところでございま

す。これにつきましては、現在開催されております花巻市議会３月議

会におきましても、議員４名から図書館に関する質問をいただいて、

同様の答弁をしているということでございます。関心は高いと思って

おりますし、先ほど申しました通り、ＪＲ東日本が状況を示していた

だければそれについて検討した上で、また市民の皆様にお示ししてい

きたいということであります。なお、冒頭申しましたけどもこの市民

説明会等の状況についてこの１枚と、詳しくどのような質問があって

どのように回答してるかにつきましてもホームページで公開している

ところでありますので、ホームページでご覧いただければなと思いま

すのでよろしくお願いいたします。図書館につきましては以上です。 

 

堀合範子副議長 ただいまの説明について、何かご質問、ご意見等ございましたらお

願いいたします。 

小国さん、何かございませんでしょうか。よろしいですか。それで
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は、本日まだご質問いただいていない浅沼さん、いかがでしょうか。

先に、髙橋公洋さんどうぞ。 

 

髙橋公洋委員 ここの場で、賛成とか反対とかっていうことを求めてるわけじゃな

いんですよね。 

 

事務局（市川生涯

学習部長） 

はい。 

 

髙橋公洋委員 そのまま調査してご苦労なさって、あるいは試案検討会議等を経て、

こういう資料を提出していただいたこと、ありがとうございます。Ｊ

Ｒ東日本さんの具体的な価格交渉とか、土地売買交渉とか、不明な点

があるんですが、ここが少し慎重にですね、これから交渉していただ

いて、それを提示していただいて、もう一度市民説明会を開催してい

ただければありがたいなと思っております。実はですね、この資料等

では若い人たちの意見が非常に駅がいいという、これから求めると当

たり前なんじゃないかと。列車を待っているときに、休み場所という

と大変失礼ですが、あるいはその空き時間で図書館で勉強なさって、

帰りの時刻に合わせて帰ると。列車の時刻に合わせてね。そういうと

ころの条件はあるので、若い人たちの意見、それはそれで大事なんで

すが、やっぱりもっと広く、あるいは郊外でも列車等を使用しない、

例えば私は宮野目に住んでるのですが、宮野目あたりが、どっちかと

いうとここの方が近いわけですよね。車とかで移動しなくちゃいけな

いとなると、駅の方に車で移動して、今はそこそこ運転技術はあるん

ですが、あと 10年 20 年経って車の運転が不安になったときにはたし

ていいのかどうかと。立体駐車場に停めて、駅の図書館を利用するの

はいかがかなと。こっちの広いところで建てたいなという気持ちもあ

るんですよね。ですので、今後進めていく中で、様々な地域に住む、

列車利用じゃなくてね、できない、あるいは車で移動しないと図書館

等が利用できない、徒歩等での利用はできないっていうようなところ

に住む人の意見とか、あらゆる年齢層の意見とか、様々聞いて、どう

ぞ検討なさっていただければありがたいなとそう思います。要望です。 

 

事務局（市川生涯

学習部長） 

はい。ありがとうございます。 

 

堀合範子副議長 その他、はい、菊池さん。 

 

菊池清委員 菊池です。本当に何度もお疲れ様でございます。すいません、確認

なんですけれども、この２つの案にまず絞られたということでいいん

ですよね。そして、これからＪＲとも交渉し、さらにそれをもう一度

その市民説明会等々行うということなんですね。もう一回ということ
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なんですね。１つがそれです。それから、これは質問なんですけど、

高校生の貸出割合、今おっしゃったように高校生が、そちらの方を望

んでるってのが多いっていうのはわかりました。高校生の貸出割合、

あるいは利用割合とか、高校生以外の市民の方の貸出割合というのは、

実際に出てるものなのでしょうか、数として。これが２つ目です。 

 

事務局（市川生涯

学習部長） 

はい、１点目について、先ほど申した通り、ＪＲ東日本には譲って

いただける条件について、現段階で示していただけないかということ

を確認しております。それを示していただいて、市としても検討する

可能性があるような数字というか、そういうような状況であれば、両

２ヶ所について金額、事業費なども含めまして精査した上で、もう１

回市民の皆様にこっちに建てた場合はこんな感じ、あっちに建てた場

合はこんな感じというようなものを示して意見を聞いていきたいと考

えているところです。その通り行くかどうかはまだわからないんです

が、そうする必要があるかなと思っているというのが１つ。あと、高

校生の割合というのはアンケートなどをとっていますので、今の図書

館の利用割合っていうのはありますが、今の花巻図書館は少ないです

ね。なぜかというと、やはりちょっと離れているっていうのがありま

す。交通の便が悪い。今の花巻図書館の場所に、やはりわざわざ行か

なければいけないという場所でありまして、高校生に限らず、一般市

民も近くの方か車で行く人じゃないといけないというところがありま

す。やはり市議会などでこれまでの経過の中でも、できるだけ街中で、

そして交通の便がいい場所、駅に近い場所がいいんじゃないかという

意見をいただいておりました。そういう中で我々から候補地６か所を

出して、駅前を２か所、まなび周辺では４か所を示して、市民の皆様

にもお示しして、議会にも示して、市民の皆様も入ったワークショッ

プを開催して、やってきたという経緯もあります。そしてこの試案検

討会議の中で、どれがいいか議論してきた中で２ヶ所ぐらいに絞られ

てきたっていう経緯があります。今の図書館はやはり先ほど申した通

り高校生は少ないんですね。それをやっぱり利用者を多くしていきた

い。高校生に限らずですね、20代、30代、40代は少ないんですよね。

そういう人たちが使いやすい図書館っていうのはやはり交通の便のい

い場所ではないかっていうのは、これまでも言われてきたものであり

ます。 

 

菊池清委員 続けてよろしいでしょうか。次の段階とすれば、購入費だとか整備

費だとかっていうのも全部提示しての説明会ということになるという

ことでいいんでしょうか。 

 

事務局（市川生涯 まだ決めているわけじゃないですけれども、そういう方向でいきた
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学習部長） いなと考えております。 

 

菊池清委員 あと２つなんですが、最終的には結局どのようなところで決めて、

最終的には議会なんですけど、最終的にはどのようなところを着地点

として持っていこうと、やっぱりこういうふうな市民説明会とかいっ

ぱい開いて、アンケートじゃないけど意見をいただいてという方式で

決めるということで、今考えているんでしょうか。 

 

事務局（市川生涯

学習部長） 

現段階では、やはり説明会を開いた中で市民の皆さんの意見を集約

していきたいと考えています。 

 

菊池清委員 最後に、もう１つ要望ですけれども、維持費が確か前に出していた

だいた資料では、今の図書館の倍以上になるということで、建設であ

れば、その年とか次の年くらいで済むんだけれども、維持費となると

それがずっと何十年も続くわけです。すると、今の倍以上のものを、

１億円だったり、２億円だったり、それが毎年続くとなると、市の予

算っていうのが限られているわけだから、その分何かをやらないとい

うことになってしまうのではないかなっていうふうに思ったりして、

やっぱり維持費の面もちょっと考えていただければ嬉しいなというふ

うに思います。これは要望です。以上です。 

 

事務局（市川生涯

学習部長） 

ありがとうございます。現段階で維持費はですね、年間で２億とい

うことで、これまでもお示ししていたと思います。今の図書館は8,000

万から 9,000 万ぐらいのところなのですけども、ただ、図書購入費が

5,000万ほどみています。これは他市を参考に、一関とかですね、たく

さん図書購入費を持っている図書館を参考にしています。経済的にと

いうか、経済情勢、花巻市が将来的にどうなるかっていうこと、そう

いう中で、現段階で考えられる規模で一関市を参考にしているので、

それに遜色しないというか、やはり人づくりのためには図書館が必要

なのではないかということで示しているのがこの数字でありまして、

将来的にはちょっと少なくとかしていく可能性はあるというふうに今

の整備計画というか、試案の中では書いているという状況でございま

す。 

 

菊池豊議長 先ほどの部長の話で言うと、ＪＲとの交渉はここに図書館を建てる

からという条件が揃ったならば交渉に応じますという話。今、２つの

候補があるんですが、どっちかに絞って交渉してくださいっていう意

味なんでしょうか。 

 

事務局（市川生涯 これに書いているとおりでありまして、駅前のスポーツ用品店の場
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学習部長） 所はＪＲ東日本の土地であり、ＪＲ東日本は基本的には土地を売買し

ない方針ですが、市が図書館用地として必要ということであれば、土

地売買の協議に応じるとの意向を示しています。ただ、花巻市が建設

地の絞り込みができないうちは具体的な交渉はできないとの意向を示

しています。ＪＲは大企業でありますので、具体的にならないと交渉

に応じられるかというと、本社にまで確認する案件にできるかという

のは難しいというふうなことかと思っております。 

 

菊池豊議長 ほとんど進めないということですよね。 

 

事務局（市川生涯

学習部長） 

ですので、この状況下で条件を示していただけないかっていうこと

をお願いしているというところです。前に進めたいためにですね。 

 

菊池豊議長 それに応じるかどうかについては、ＪＲ側で、ボールはあっちとい

うことなんですね。 

 

事務局（市川生涯

学習部長） 

はい。 

 

菊池豊議長 いずれ図書館の問題はですね、私は平成24年からですね、新図書館

の整備に関わって座長をやって、進めて、そして平成25年には市長に

答申したというようなことで、私も大分関わってきたんですが、もう

それからですね、協議を始めてから12年になりますか。その辺がほと

んど変わらない状態で来ているということなんですね。もうそろそろ

市民の皆さんも、最初はずいぶん期待されてですね、いつ建つのかっ

て期待をいっぱい集めてきたんですが、もうそれが１回へこんでしま

ったので、なかなかこれから市民の意見を統一させて持っていくのが

なかなか難しいんじゃないかなというふうに思います。その時は、ま

ず第１案が今の総合花巻病院跡地だと。ただヒ素が出たということで、

ちょっと無理じゃないかなということで、そこに建設っていうのはも

うできないだろうということで、一旦白紙に戻されたんですね。そう

いった経過があってですね、我々が協議をした時は、第２の候補とし

ては、やっぱり花巻病院跡地。それで、駅前はほとんど出てきません

でしたね。出てこないで、平成28年ですか、急に駅前も候補地ですよ

とがあがった経緯がこれどうしたんだろうというようなことを疑問に

思ってましたけれども、いずれ市街地の活性化の１つとして取り組み

たいということが主なものであったように記憶しております。しかし

ながら、随分年数がこうやって経ってきましたので、そろそろ決めな

くちゃいけないんだろうなというふうに思います。今こうやって更地

になっている所を見ますと、ここも１つだなあというような思いもあ

ったりして、それが市民の皆さんがこれからどう考えているというよ
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うなことにつきるんだろうと思います。それからちょっと、新しい図

書館をどうするかという、この協議を見ていきますと、意外と高校生

とか呼んでですね、ワークショップやったりなんかするというような

ことで、もうちょっと広い市民の意見を聞いていかないと、先ほど話

されてましたけど、高校生であれば当たり前かなと感じもするわけで

す。もうちょっと市民の多くの年齢層から聞いて、どうすればいいの

かということを、そろそろ集約していくっていう作業も必要なんだろ

うなというふうに思っています。ということで、ずいぶん待たされる

なあという感じがしますので、どうすれば、というような。これはな

かなか難しいですよね。 

 

事務局（市川生涯

学習部長） 

ちょっと補足させていただきます。平成25年に菊池先生を中心とし

た懇話会、新図書館の懇話会の皆様からのご意見をいただいて、計画

を１回作ったものがあります。それは今の総合花巻病院、つまり厚生

病院の跡地に建設するものでして、その時はホールと図書館と子ども

の施設を作るという複合施設の計画でありました。ただ、厚生病院を

解体した際に有害物質が出てきて、それの除去に数年かかるというこ

とになって、再検討することになりまして、そういう中で、総合花巻

病院が老朽化しているというような課題があって、まちづくり全体を

見直すことになって、簡単に申しますとですね、総合花巻病院が厚生

病院跡地に移転することになりました。そうした中でまちづくりを検

討した中で、市議会の中でも新しい図書館はまなび学園周辺という意

見もありましたし、駅前がいいんじゃないかっていうような質問をさ

れる方も出てきた中で、我々再検討して、候補地を６つ出したってい

うことがあります。また高校生から聞けばというようなご意見もその

とおりですが、ワークショップというのを開催しました。若い方々、

高校生も入れて、そして市民からは公募を募集して、応募された方全

員を入れたワークショップです。それは年齢層がかなり均衡がとれた、

若い方から70代ぐらいまでいるようなワークショップをやりました。

その中でも６ヶ所の候補地を紹介してやった中で一番多かったのが駅

前です。２番目はまなび学園周辺ということだったと記憶しておりま

すが、やはりこれまでも色々意見を聞いたりはしてきているところで

す。ただ、議長がおっしゃったとおり、早く集約してやるべきではな

いかというような意見もありますが、色んな条件を整理しながら、よ

り良いものを作りたい、ここまで時間がかかったっていうと変ですけ

ども、やはり意見を、皆さんの意見を聞きながらやっていくべきでは

ないかなっていうところもありますので、そこはご理解をいただけれ

ばなと思います。きちんとご意見をお聞きしながら進めていきたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。 
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堀合範子副議長 時間がだいぶ経って参りましたが、特にという方ございますでしょ

うか。 

はい、どうぞ。 

 

大竹佐久子委員 すみません、また出てきました。図書館の件ですけど、もっと市民

にわくわくするような提案をしたらどうでしょうかと思うんです。土

地ありき土地ありきの話ばっかりで、市民はちっとも、あの図書館は

欲しいけれど、何がメインなんだっていうところが見えてこないんじ

ゃないかと思うんですよ。ですから、私も色んな図書館を見学したこ

とがあるんですけど、図書館という枠に縛られてない図書館がすごく

人が入って、図書館の役目も果たしているけど、市民が活躍すること

もできる、そういったような図書館がすごく来場者が多いっていうか、

そういう使い方もあるんだなっていうような、何かこう新しく建てる

のだったら、この辺の図書館っていう感じじゃなく、わくわく感が感

じられるような提案をしてもらいたいなと思うんです。青写真でも何

でもいいから、こんなことが入りますよっていうような、そういうの

があれば話題になると思うんですけど、いや、駅前が良いよとか学園

都市にしたほうがいいよとかっていう話だけだと、いつも止まっちゃ

うんですよね。だから、お互いが話し合える内容のわくわく感を感じ

られるような、そういう見本を見せてもらいたいっていうか、提案を

してもらいたいなと本当切に思います。結構話は出るんですけど、駅

前ね、地下駐車場ね、上はなくなったそうだけど、図書館ねっていう

ことで終わっちゃうので、ちょっともったいないなと思うんです。そ

ういうことができるようにしていただけると、皆の話題になると思い

ますけど。 

 

事務局（市川生涯

学習部長） 

はい、ありがとうございます。市民説明会では具体的に、例えば4,500

平米、大きさとかですね、こういうコーナーができる、ギャラリーも

入れてとかですね、色々言葉では表現しているんですが、やはり分か

りづらいっていう点もあろうかなと思います。今度もし皆さんに説明

できるような状況になった場合には、ご意見も踏まえまして、より分

かりやすい、わくわくできるように、示せるように資料を作っていき

たいと思います。ありがとうございます。 

 

堀合範子副議長 その他、よろしいでしょうか。 

それではまだご発言いただいていない方もいらっしゃいますが、

（２）図書館整備については一応終わりにさせていただいて、議題の

（３）その他、お持ちの方いらっしゃいますでしょうか。 

 

小国朋身委員 ２つ、お願いというか意見です。まず今日のように、委員さんから
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いろんな意見が出るんですけども、実際のところ、今年度の実績に対

して意見を出しても反映できるのが再来年度になっちゃいますんで、

できれば予算編成前にこの会議をやって、来年度の予算に反映できる

ような形にしたらどうかなっていう、時期の問題です。それからもう

１つが、委員もね、研修したいなという気持ちが多分あると思うので、

色んな大会とかですね、そんなのがあるようですから、それにまず予

算をつけて、色んなところを見学というか、研修をさせてもらえない

ものかなと。それから情報誌があるはずですので、そういう情報誌を

委員の方に配ってくれるような予算を作ってくれないかなというお願

いです。以上です。 

 

事務局（佐々木生

涯学習課長） 

はい、ありがとうございます。これ、検討して、ちょっと予算の話

がありましたけども、予算については、すいません、ご意見として賜

りたいと思います。ありがとうございます。 

 

菊池豊議長 来年度の計画というのは、それはできてるんですよね。次年度の主

な事業計画はできてる。 

 

事務局（佐々木生

涯学習課長） 

来年度につきましては、例年、もうちょっと早い時期にできればい

いんですけども、夏といいますか、６月、７月くらいの次回の会議で

こういうことをやっていきます、という内容を例年お示ししてます。 

 

菊池豊議長 予算要求してるんですから、事業計画はあるはずですよね。来年度

こういうふうにやりますから予算は、というような。ですから、先程

意見あったようにですね、こういった報告だけじゃなくて、これに基

づいて来年度はこういう事業をやっていきますということであれば、

審議しやすいです。社会教育委員の仕事ってそうですよね。社会教育

に関わる計画立案に務めるという、第17条ですか、社会教育法の。あ

りますよね。それがちょっとできてないんじゃないかなと、今ちょっ

と思ったんですよね。来年度どうやるのかというところが、ちょっと

そこで我々の意見を出していかなくては、今回はこういう事業報告で

したから、これに基づいて来年度の計画を出しますという。それにつ

いてご意見いかがですか、というのであればいいんですが、できてし

まってはなかなか。会議やってももう始まってるわけですよね。 

 

事務局（市川生涯

学習部長） 

これまで、このような形で進めてきたっていうのがあったと思いま

す、我々としてはですね。それが例えば、もっと早くやって、ご意見

を踏まえて、ただそれが予算通るかどうかわからないっていうところ

もあります、予算の問題もありますから。そういうのもありまして、

例えば、今の段階で、来年度のまだ議会終わってませんので、来年の
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予算が決まらない中では公表できないというのもありますけども、こ

ういう予定だとかっていうふうに説明するというふうにしたほうがい

いというご意見として、ちょっと検討させてください。 

 

菊池豊議長 こう計画していただいたんですけど、予算の都合上無理でしたとい

うことであれば、来年度の方向性を示してもらえればいいですね。 

 

堀合範子副議長 はい、（３）その他ですが、他にございますでしょうか。 

それでは議事の一切をこれで終わらせていただきます。事務局の方

にお戻しします。 

 

４ その他 

事務局（菊池生涯

学習課長補佐） 

 はい、菊池議長、それから堀合副議長、長い時間の進行、大変あり

がとうございました。進行をこちらのほうに返していただきまして、

次第の方を進めさせていただきたいと思います。 

それでは大きな次第、４．その他でございます。こちらのほう、事

務局では特にございませんが、皆様の方からございましたらお願いい

たします。 

はい、それでは、特になしということにさせていただきたいと思い

ます。 

 

５ 閉会  （閉会 午後４時30分） 

事務局（菊池生涯

学習課長補佐） 

 開始から２時間半ということで、大変長い時間皆さんにご議論いた

だきまして、大変ありがとうございます。本年度２回目の社会教育委

員会議ということで、たくさん意見等々頂戴いたしまして、本当にあ

りがとうございます。 

それでは、以上を持ちまして、令和４年度第２回花巻市社会教育委

員会議を閉会したいと思います。皆様、大変ありがとうございました。 

 

 


